
No.6 リハ専門職によるアセスメントを通じた要支援認定者の生活自立支援（熊本県合志市）
概要
介護給付費の適正化に向け、リハビリテーション専門職を配置し、
福祉用具・住宅改修利用に関する助言や自立支援プログラムを提供

行政課題
要支援高齢者への自立支援強化による健康寿命の延伸と介護費の適正化
市の将来人口推計を鑑みて、介護予防事業及び介護費適正化をはじめとした介護費の増加を抑えていくことが
前提としてある中、一般的に要支援認定者は要支援・要介護度が進行する割合が高く、通所系サービスを利用
する以外に社会参加のない人の割合も高いことから、生活機能の向上及び社会参加の促進を図ることが求めら
れている。合志市でも、日常生活支援総合事業を行っているが、認知度不足等により利用は低調である。

委託概要

成果

・合志市の介護相談窓口にリハビリテーション専門職を配置し、福祉用具と
住宅改修の点検及び利用の適正化（※1）を図る
※１：用具貸与よりも住宅改修を促し、介護費削減につなげる等
・新規介護申請者に対してリハビリステーション専門職員が訪問によるアセ
スメント及び動機づけを行い、自立支援に特化した多職種連携自立支援プ
ログラム「元気が出る学校」への参加勧奨を行う

新規に介護申請をする、または行う意思のある合志市の要支援認定者50人

平成30年8月～平成31年3月

対象

内容

期間

支払額

①福祉用具・住宅改修利用の適正化
・リハビリテーション専門職による福祉用具・住宅改修点検件数：実績167件／目標50件
・不要な福祉用具・住宅改修の是正件数：実績20件／目標20件
②自立支援
・窓口対応件数：実績58件／目標50件
・リハビリテーション専門職による訪問アセスメント件数：実績48件／目標40件
・相談窓口での相談により参加した自立支援プログラム参加者数：実績13人／目標20人

777万円

契約総額900万円
※最低支払額400万円
成果連動型支払い上限額500万円

予算

PFS活用の利点
・当初想定していた事業内容を試行錯誤の過程で見直しながら進めることで、自治体に
とって最大限の成果を追い求めることにつながった。
・複数年で成果が積みあがる案件の場合だと、最終成果が表れるまでのロジックモデルに
基づく成果指標の設定を工夫する必要がある。

元気が出る学校での取り組み例

委託者

①業務委
託契約

ソーシャル
バリュー
ジャパン

合志市厚生労働省

要支援
認定者⑥評価

⑤サービス
提供

②協力

⑦評価結果の報告

⑧評価結果
の報告

⑨成果連動支払

第三者評価機関

肥後銀行

④融資

⑩返済

資金提供者

くまもと
健康支援
研究所

サービス提供者
中間支援組織

③委託契約

サービス対象者
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